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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  学校教育目標　自主性・社会性・創造性に富み，確かな学力を身に付け，心豊かでたくましく生きる子どもの育成 
                                                                         

自　　  己　　  評　　  価 学校関係者評価 次年度への課題 

重 点 課 題 重 点 目 標 評 価 指 標 と 活 動 計 画 評　　　　　価 学校関係者の意見 今後の改善方策
   評　価　指　標   評価指標の達成度   総　合　評　価  　 
１　自ら学び，考え， ①「主体的・対話的で深い学び」 ①児童用アンケート(授業はよく分かる)で肯定的評 ①　  ９４％（R6)→　９３％（R7) （評定）   授業で勝負する共 　引き続き「わか
　行動する子ども（知） 　　の実現により学力向上を図る。 　価が８５％以上  　　　 通目標で，教育に誠 る授業」づくりに
　  ①自己評価項目の(個に応じたきめ細かい指導)で肯 ①　　９８％（R6)→　９５％（R7) 実に向き合っている 努める。また，自
  　定的評価が８５％以上 （所見） 成果が見られる。 分の考えを積極的
 ②　タブレット端末等の有効活用 ①自己評価項目(思考力・表現力・活用力等の育成) ①　　９６％（R6)→　１００％（R7) 　概ね評価指標を達成できた 　一方で、手に入る に伝え合い学びを

　を促進し，授業改善を行う。   で肯定的評価が８５％以上 が，達成していない項目につ 情報で満足するあま 深められよう指導
 ②自己評価項目の(タブレット端末等を有効に活用) ②　　７３％（R6)→　６２％（R7) いては継続的に改善・重点指 り，自分で調べたり， を工夫する。 
 　で肯定的評価が７０％以上 導が必要である。 深く学ぼうとする意 　授業では，協働
③　読書習慣を確立する。 ③自己評価項目(読書習慣の確立を図る)で肯定的評 ③　　９１％（R6)→　８１％（R7) 　社会科研究の推進にともな 欲が不足している。 的な学びを実現す
 　価が８５％以上 い，思考力，判断力，表現力 　読書量も少なく， るタブレットの活

③児童用アンケート(本をよく読む)で肯定的評価が ③    ６６％（R6)→  ６４％（R7) に一定の成果が見られるもの 読書の習慣がある児 用を全教職員でさ
  ７０％以上 の，指示待ち，受け身や他者 童や，読書により新 らに進めていくと
 活　動　計　画   活動計画の実施状況  依存の態度もよく見られるこ しい知識や考え方を ともに，家庭では，
①教材研究に努め，指導方法を工夫し，わかりや ①児童の実態を学校全体で共通理解のもと学力向 とから，引き続き授業改善の 学ぶ楽しさを味わっ 漢字や計算等，基
　すい授業を行う。また，聞き方，話し方を指導 　上プランを作成し，教員が個々の授業づくりや 推進が必要である。タブレッ てほしい。 礎の定着を図る。 
　したり，話し合いの目標を明らかにして個々の 　聞き方・話し方の指導を行った。ペアやグルー ト端末の授業中の活用も頻度 　図書館サポータ
　考えを伝え合う場を意図的に設定したりする。 　プでの話し合いも積極的に取り入れた。 内容ともに向上しているが， ーを活用したり，
②タブレット端末の効果的な活用についての研修 ②授業での活用方を公開授業で相互に学び合う機 接続状況の不具合等で活用が 図書の充実を図っ
　を実施し，授業で日常的に活用する。 　会を設け，授業での活用場面が増えた。 滞ることもあった。３学期よ たりすることで，
③ PTA による図書室の本の整理と増冊を行い，魅 ③図書室の環境の充実による読書時間や読書量の り iPad を活用し，より効果 環境整備に努め，
　力ある読書環境を整え，読書習慣の確立を図る。 　増加が見られるが，習慣の確立には至らなかっ 的な活用を促進していく必要 読書時間を確保す

　た。 がある。 るとともに，読み
　読書習慣の確立について 聞かせの活動も効
は，ここ数年の課題である。 果的，継続的に取
図書室の充実のみならず，読 り入れ，読書にふ
み聞かせ等の機会を設ける試 れる機会を増やす
みも必要である。 ようにする。 

　
   評　価　指　標   評価指標の達成度   総　合　評　価   
２　思いやりのある子 ①全ての領域で人権感覚を磨き人 ①自己評価項目(人権感覚を磨く)で肯定的評価が ①　１００％（R6)→　　１００％（R7) （評定）  いじめや生徒指導 　学校全体で引き
  ども（徳） 　権尊重の精神を寛容する。 　８５％以上。　      　 が，深刻化、長期化 続き児童の自尊感
 　  ②自己評価項目(よりよい仲間づくり)で肯定的評価 ②　１００％（R6)→　１００％（R7) することはなく，初 情・自己肯定感を
 ②よりよい仲間づくりを通して， 　が８５％以上  （所見） 期対応により解決す 高める。 
 　思いやりの心や社会性を育成す ②保護者用アンケート(やさしく思いやりがある)で ③　９４％（R6)→　　９５％（R7) 　評価指標を達成できた。 ることができた。優 　きまりやマナー
 　る。 　肯定的評価が８５％以上 　教員が児童個々のよさを認 しさ，思いやりなど， について粘り強く
  ③自己評価項目(道徳的実践力の育成)で肯定的評価 ④　１００％（R6)→　　９５％（R7) めることで、自尊感情を高め 人間関係づくりや集 指導し，規範意識
 ③道徳教育を充実し，よりよく生 　が８５％以上 るとともに、児童がお互いの 団生活で大切にしな を高めるとともに，
 　きるために必要な資質・能力を  活　動　計　画   活動計画の実施状況  よさに気付き認め合う仲間づ いといけないことを トラブルが起こっ
 　育成する。 ①普段の学校生活の中で常時指導や人権学習によ ①「ひかり」等の教材学習や人権集会など，各学 くりを行った。しかし，自分 理解しているのだが， た際には，皆で話
  　り，系統的・継続的に指導していく。 　年で系統的に人権尊重の精神を涵養した。 に自信がもてず，自尊感情が 実生活では，心ない し合い，問題の解
  ②日々の生活指導や元気タイム，各種行事の中で， ②日常生活の中で都度指導するとともに，行事等 低い児童も多い。また，一部 言葉や人を傷つける 決を図ると共に児
  　よりよい人間関係の形成に配慮していく。 　を実施し，思いやりの心を育てている。 友達のことを傷つける児童の 言葉を使っている場 童の相互理解を深
  ③道徳科の時間をはじめ全教科や領域の中で，道 ③きまりのある生活の実践や互いに信頼し仲良く 言動が見られる。今後も，よ 面をよく見かける。 め，よりよい仲間

　徳的な指導を工夫して行う。 　助け合っていくこと等について粘り強く指導し り一層個々の児童への丁寧な づくりに努める。 
　ている。 支援や仲間づくりを通して，  

思いやりや社会性の育成に努  
めていく。 

   評　価　指　標   評価指標の達成度   総　合　評　価   
３　たくましい子ども ①運動への意欲を喚起し， ①自己評価項目(運動する意欲と能力の育成)で肯定 ①　９６％（R6)→　９５％（R7) （評定） 　外遊びの習慣があ 　体育主任を中心
　　（体） 　技能や体力の向上を目指す。 　的評価が８５％以上。　       り，朝早くから外で に体力づくりを計
  ①児童用アンケート(健康管理や体力づくり)で肯定 ②　８７％（R6)→　８９％（R7) 遊んでいる様子をよ 画的に推進する。 

②健康教育や食育を充実し，生涯 　的評価が８５％以上。　 （所見） く見る。 　また，エピペン
　を通じて健康・安全で活力ある ②自己評価項目(望ましい食育の推進を図る)で肯定 ③　１００％（R6)→　１００％（R7) 　評価指標を達成できた。 　給食も，どの学年 の使用や配慮の必
　生活を送るための基礎を培う。 　的評価が８５％以上。 　体育授業の充実やおはよう もよく食べ，比較的 要な児童の共通理

②自己評価項目(保健安全教育の充実)で肯定的評価 ④　１００％（R6)→　１００％（R7) 元気タイムの実施，外遊びの 残食も少ない。　 解等，学校給食ア
　が８５％以上。 奨励を通して，児童の体力向 レルギー対応の研

上を図った。 修に取り組み，安

Ａ

Ｂ

Ａ



 活　動　計　画   活動計画の実施状況   心・安全な給食を
①楽しみながら運動に取り組むことを通して技能 ①授業では個々にめあてを持たせるとともに，意 　また，発達段階に応じて食 徹底する。 
　や体力を向上させる学習内容・方法・指導を工 　欲的に運動できるよう学習活動を工夫した。陸 育や健康の授業も適宜実施す 　本校の健康課題
　夫する。 　上や水泳記録会等の体育的活動への参加機会を ることで，望ましい生活習慣 を明確にし，保護

　充実させている。 の定着に繋がった。学校保健 者や地域と連携を
④食育や健康教育を充実させ，健康で安全な生活 ③食育だよりや保健便り等を発行し，家庭と協力 安全委員会を実施し，健康保 進め課題解決を図
　を営む力を育成するよう努める。 しながら食育・健康教育を行った。 持増進について学校全体で共 る。

通理解を図った。

   評　価　指　標   評価指標の達成度   総　合　評　価   
４　生徒指導の充実 ①  基本的生活習慣の確立 ①自己評価項目(挨拶と正しい言葉遣い，清掃活動) ①　挨拶，言葉遣い１００％(R6)→　１００％(R7) （評定） 　学校に行くのが「楽 　挨拶や言葉遣い，
　 　 　で肯定的評価が８５％以上。 　　清掃活動　９８％（R6)→　９５％(R7)      　 しい」と思えること 清掃活動等につい

 ②児童用アンケート(学校に行くのが楽しい)で肯定 ②　９４％（R6)→　９５％（R7) が学力向上や体力向 ての指導のあり方
②　不登校やいじめの未然防止及 　的評価が８５％以上 （所見） 上，生活習慣の習得 を全教職員が共通
　　び関係機関との連携による早 ②自己評価項目(地域・家庭，関係諸機関との連携) ②　９８％（R6)→　１００％（R7) 　評価指標は，達成できた。 には一番大切。 理解し継続して取
　　期発見・対応 で肯定的評価が８５％以上。 　あいさつや言葉遣い，無言 　どの学年にも不登 り組んでいく。　

 活　動　計　画   活動計画の実施状況  清掃などは意義指導も含め， 校や登校しぶりの児 　不登校やいじめ
①あいさつ・正しい言葉遣い・清掃の継続的指導 ①教職員や生活委員会であいさつ運動を実施して 継続して指導を行うことが求 童がおり，今日的課 の早期発見に努め，
　を実施。 　いる。 められる。 題である。 家庭と連携しなが
②児童と教師及び児童間の良好な人間関係を築き， ②どの学年もトラブルはあるが，その都度発達段 　いじめや不登校の早期発見 　対話による問題解 ら対応していく。
　共感的な指導の充実を図るとともに，魅力ある 　階に応じて共感的に指導を行った。個々の児童 が課題。引き続き子どもたち 決を軸に，児童指導， 状況に応じて SC や
　学校づくりに努める。 　への丁寧な関わりや教育活動の工夫を通して， が「学校に行くことが楽しい」 保護者対応を行った SSW とも情報共有

　魅力ある学校づくりに全教職員で取り組んだ。 と思える学校づくりをめざす 結果，早期の解決に して組織的な対応
②家庭との連携を密にし，適宜校内でケース会議 ②担任が不登校傾向の児童に丁寧に関わったり，SC とともに家庭との連携も重 つながった。　 を図る。 
を開き，問題解決のための具体的な協議を行う. 　や SMS などの制度を活用したりすだち学級など 要。また外部機関との連携も 　

　外部機関と連携したり組織的に対応した。 行いながら長期的に粘り強く
対応する。 

   評　価　指　標   評価指標の達成度   総　合　評　価   
５　特別支援教育の ①　支援体制のさらなる充実 ①自己評価項目(校内支援体制の整備充実)で肯定的 ①　１００％（R6)→　９１％（R7) （評定） 　一人一人の児童理  教育委員会や SC，
  推進・充実  　評価が８５％以上。      　 解にもとづく学びの SW 等専門機関との
　　 ②　一人ひとりのニーズに応じた ②自己評価項目(一人一人のニーズに応じた指導)で ②　９８％（R6)→　１００％（R7) 最適化を心がけ，丁 より一層の連携を
   　　指導・支援 　肯定的評価が８５％以上。 （所見） 寧な指導により，児 図り，専門家の意
  ③自己評価項目(家庭・地域・関係機関等との連携) ③　９８％（R6)→　１００％（R7) 　評価指標は，達成できた。 童，保護者から信頼 見を学校と家庭で
  　で肯定的評価が８５％以上。 　特別支援学級在籍児童はも を得る結果となった。 共有できるよう努
 ③　家庭・地域・関係機関等との  活　動　計　画   活動計画の実施状況  ちろん，通常学級にも支援が 　 める。 
 　  連携 ①支援体制の整備を進め，特別支援教育を推進・ ①ポジティブな行動支援の手法を取り入れ，通常 必要な児童が年々増加してい 　また，ポジティ
 　充実する。ＰＢＳの手法を取り入れ，全ての児 　学級においても適切な支援が行えるよう努めた。 る。ポジティブな行動支援の ブな行動支援を継
 　童に適切な支援を行う。 　適宜校内支援委員会やケース会議を開き，支援 手法を取り入れ，全ての児童 続し，通常学級で
 　の方向性を協議した。 への支援を行うとともに，個 の適切な支援の充
 ②特別な支援が必要な子どもについて，全職員で ②年度当初に児童理解研修を行い，個別に保護者 々の状況に応じ，家庭・関係 実も図る。 
 　共通理解し，個に応じた支援をしていく。 　と相談しながら支援をすすめている。 諸機関と連携しながらきめ細

③家庭や外部機関と連携して個別の対応を行って ③家庭との連携を密にするとともに，必要に応じ かい支援を引き続き行ってい
　いく。 　て SC や SSW や児童相談所等，各専門機関と連 けるようにする。

　携し対応した。 
    評　価　指　標   評価指標の達成度   総　合　評　価     
６　信頼される学校 ①　安全・安心な学校への改善・ ①自己評価項目(安全・安心な学校への改善努力)で ①　１００％（R6)→　９５％（R7) （評定） 　子どもの見守りに  開かれた学校に向
　づくり 　　努力 　肯定的評価が８５％以上。        ついて，保護者や地 けて，学校行事の

 ②保護者アンケート(保護者や地域との連携)で肯定 ②  ８６％（R6)→　８７％（R7) 域の協力により，登 公開を今後も継続
②　保護者・地域との連携 　的評価が８５％以上。 （所見） 下校の安全な環境が するとともに，学
 ②自己評価項目(協働体制の充実)で肯定的評価が ③　協働体制　９８％（R6)→　８５％(R7) 　評価指標は，概ね達成でき 保持されている。た 校ホームページや
②  全教職員による協働体制の確 　８５％以上。 た。 だ，そのような協力 連絡用アプリを活
　　立　「組織的対応」  活　動　計　画   活動計画の実施状況    開かれた学校の実現に向け により，自分たちの 用して情報開示に

①登下校の安全対策について，積極的に努める。 ①教員による交通立哨や下校パトロール，地域や て運動会やオープンスクール 生活は守られ，支え 努める。 
　学校内の環境を整備し，事故防止に努める。 　保護者による登下校指導を実施。児童の健全育 等の行事を保護者や地域に公 られていることに子 　登校時の交通立 

　成に関する事業を推進している。 開して実施し，性教育につい ども達自身が気付か 哨や下校パトロー 
②学校評価アンケートや学校運営協議会からの意 ②アンケートから見える課題をつかみ，学校運営 ての講演会や学校と保護者を ず，そのことを当た ル等，安心で安全
　見を今後の学校運営に生かす。 　協議会を開催し，学校教育に関する意見聴取を つなぐ子育てについてともに り前に思っている。 な街づくりに保護

　し，学校運営に活かしている。 学ぶ会の機会を設けた。 軽微な交通マナー違 者や地域と連携し
③学年会，職員会，終礼等で共通理解を図る。「報 ③校内委員会の開催等で，学年における課題の共 　学校・保護者・地域および 反や迷惑行為が見受 て取り組む。 
　告・連絡・相談」で，トラブル等は一人で抱え 　通理解を徹底し，組織的対応を行っている。し 関係諸機関が連携すること けられる。 
　込まず，まずは学年内で共通理解を図り，学年 　かし，異学年同士が共通理解をする時間の確保 で，子どもは安全・安心な学 　立哨やたくさんの
　→管理職の組織対応を行う。 そして現状を全職 　が難しい現状もある。可能な範囲において共通 校生活を送ることができた。 場所に立ってくれて
　員で共通理解できるようにする。 　理解を図り，風通しのよい職場環境づくりを意 今後も，丁寧な情報発信に努 いることにも感謝し

　識づけるようにしている。 めていきたい。 たい。
                                                                                                                   　　　　　　「評定」の基準　　Ａ：十分達成できた，　Ｂ：概ね達成できた，　Ｃ：達成できなかった

Ａ

Ａ

Ｂ


